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三舟台地と緑の田んぼに囲まれた 上湯江

永嶌和輝（小６） 基盤整備された上湯江穀倉地帯

大宮神社祭礼神輿渡御と祭り囃子

観音庵
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貞元小学校

上湯江圃場整備記念碑

江川堤防に咲く彼岸花

千葉医療福祉専門学校
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(左記説明参照)
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三舟山と三舟台畑地

げんべい下の滝

ツリフネソウ(８～９月)

カリガネソウ(９月)
サンショウウオ源氏ほたる

大宮神社

梅田川上流の自然

富士講碑
（大宮神社境内）

薬師様
（下公会堂内）

馬頭観音
（徳常寺境内）

出羽三山供養塔
（大宮神社入口）御嶽講碑

（大宮神社境内）

安政２年生まれ。早くから地域の産業発
展に貢献し、特に三舟台地に、さつまい
もの導入と普及をさせた功績は大きく、
貞元農協組合は氏の遺徳を伝えるため、
石碑を同敷地内に建立した。

明治元年生まれの教育者。１８歳の時、
福沢諭吉を慕って慶応義塾で学び、明治
２６年上湯江に私塾を開いて教育に専念
した。昭和１２年門下が三舟山台地にあ
る栃山家の墓所前に石碑を建立した。

平田善次郎

 上湯江出身の偉人

栃山 毅

至釜神

至富津市・下湯江

至小香 梅田川
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